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1. 平成30年3月期第2四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第2四半期 61,397 △5.5 △1,369 ― △1,296 ― △1,319 ―

29年3月期第2四半期 64,995 △10.4 △3,378 ― △3,272 ― △3,865 ―

（注）包括利益 30年3月期第2四半期　　△1,174百万円 （―％） 29年3月期第2四半期　　△3,882百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第2四半期 △66.32 ―

29年3月期第2四半期 △216.02 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期第2四半期 65,800 17,887 27.0 850.86

29年3月期 70,304 17,137 24.2 951.79

（参考）自己資本 30年3月期第2四半期 17,777百万円 29年3月期 17,031百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00

30年3月期 ― 0.00

30年3月期（予想） ― 20.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 138,000 △2.4 1,550 ― 1,800 ― 700 ― 34.33

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

（注）１株当たり当期純利益につきましては、平成29年６月１日を払込期日とする第三者割当増資による株式発行数（3,000,000株）を含めた、予定期中平均

　　　発行済株式数により算出しております。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

　（注）詳細は、添付資料10ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特

有の会計処理の適用）」をご覧下さい。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期2Q 20,918,252 株 29年3月期 17,918,252 株

② 期末自己株式数 30年3月期2Q 24,079 株 29年3月期 23,986 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期2Q 19,894,189 株 29年3月期2Q 17,894,266 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。

また、実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。業績予想に関する事項については、添付資料３ページ「１．当四半期決

算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご参照下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

(1）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善傾向は続く一方で、米国政権の政策動向

や、世界的な地政学的リスクの高まり等の懸念により、依然として先行き不透明な状況となっています。個人消費につ

いては、依然として足踏み状態が続いており、景気の先行きは不透明な状況が続いております。

 このような経営環境のなか、当社グループは、事業の長期的な成長を重視し、既存商品の市場が縮小する中でも利益

が確保できる損益構造を確立するとともに、今後も収益と成長が見込める分野に経営資源を振り向けていく事業構造改

革を推進してまいりました。

 実施した施策は、以下のとおりです。

①立地環境の変化に合わせた店舗の統合・再配置を推進し、退店は、「カメラのキタムラ」39店、「スタジオマリ

オ」６店、「Apple正規サービスプロバイダ認定店」１店の合計46店となり、出店は、「スタジオマリオ」１店、

「Apple正規サービスプロバイダ認定店」１店の、合計２店となりました。平成29年２月14日に発表しました事業

構造改革における店舗の閉鎖は、平成30年３月期までの129店舗の計画に対して、平成29年９月末までに123店舗を

閉鎖し、固定費削減により収益が見込める見通しとなった３店については継続を決定しました。

②「モバイル事業部」を新設しました。写真の専門性、モバイル販売の専門性を共に高め、また事業部別の採算管理

徹底と、収益力向上を進めています。

③店舗閉鎖による固定費削減と、適正な人員配置と効率的な店舗オペレーション、販促施策の見直し等による費用削

減を進めており、当第２四半期連結累計期間において、販売費及び一般管理費は前年同期から2,714百万円の減少

となりました。

④「写真の新たな楽しみ方」を提案するサービスを創り、キタムラ独自の新しいイメージング体験を幅広い年代層の

お客さまにご提供することを目的として、コミュニケーションアプリ「LINE（ライン）」上で、写真プリントの注

文やカメラの買取査定、スタジオマリオの撮影予約ができるサービスを、平成29年９月27日より開始しました。

 

 この結果、当第２四半期連結累計期間において当社グループの実績は、売上高は61,397百万円（前年同期比5.5％

減）となりました。店舗販売セグメントの戦略的店舗閉鎖による売上減少により、減収となりました。利益面では事業

構造改革による販売費及び一般管理費の削減が進んでいることにより、営業損失1,369百万円（前年同期は3,378百万円

の営業損失)、経常損失1,296百万円（前年同期は3,272百万円の経常損失）、親会社株主に帰属する四半期純損失は

1,319百万円（前年同期は3,865百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりました。

 

 セグメントの業績は次のとおりであります。なお、文中の各セグメントの売上高は、セグメント間の内部売上高を含

んでおりません。

（店舗販売）

 事業構造改革による店舗の戦略的な閉鎖にともない売上高が減少したものの、経費の削減が進んでいることにより

利益が改善しました。

 この結果、当第２四半期連結累計期間での売上高は53,620百万円（前年同期比6.6％減）となり、890百万円のセグ

メント損失（前年同期は3,121百万円のセグメント損失）となりました。

 

（レンタル）

 販売用の音楽ソフト及びＣＤレンタルが減少したものの、ＤＶＤレンタル、コミックレンタル、ゲームハード及び

ゲームソフトの販売が堅調に推移しました。また、移転や増床の効果により書籍、文房具、雑貨の売上高が増加しま

した。しかしながら、増床したことによる経費の増加により利益が減少しました。

 この結果、当第２四半期連結累計期間での売上高は2,607百万円(前年同期比6.6％増）となり、26百万円のセグメ

ント利益(前年同期比52.6％減）となりました。

 

（服飾卸販売）

 主力商品であるバッグの卸販売が減少したことにより利益が減少しました。

 この結果、当第２四半期連結累計期間での売上高は605百万円（前年同期比18.3％減）となり、52百万円のセグメ

ント利益（前年同期比42.3％減）となりました。

 

（写真卸販売）

 商品の卸販売が減少したことにより売上高が減少しましたが、アルバム分野、学校写真分野を中心にプリント全般

の卸売が好調に推移したことにより利益が増加しました。

 この結果、当第２四半期連結累計期間での売上高は2,188百万円（前年同期比0.9％減）となり、173百万円のセグ

メント損失（前年同期は191百万円のセグメント損失）となりました。
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（医療用機器卸販売） 

 機器販売が好調に推移したことにより売上高が増加しました。しかしながら、主要商品部門の粗利減少により利益

の減少となりました。

 この結果、当第２四半期連結累計期間での売上高は2,096百万円（前年同期比9.2％増）となり、84百万円のセグメ

ント利益（前年同期比24.7％減）となりました。

 

（その他）

 前年同時期に大きな増収要因となったＷｉｎｄｏｗｓ１０自動アップデートに関連したパソコンや修理等の売上が

今期は減少したものの経費削減により減収増益となりました。

 この結果、当第２四半期連結累計期間での売上高は276百万円（前年同期比5.8％減）となり、12百万円のセグメン

ト利益（前年同期比1.5％増）となりました。

 

(2）財政状態に関する説明

（資産）

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は65,800百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,504百万円減少しまし

た。これは主に繰延税金資産が300百万円増加したものの、受取手形及び売掛金が1,914百万円、現金及び預金が

1,251百万円、敷金及び保証金が593百万円、リース資産（純額）が586百万円減少したこと等によるものでありま

す。

 

（負債）

 当第２四半期連結会計期間末の負債は47,912百万円となり、前連結会計年度末に比べ5,253百万円減少しました。

これは主に未払消費税等が162百万円増加したものの、長期借入金（1年内返済予定を含む）が3,686百万円、未払法

人税等が271百万円、支払手形及び買掛金が191百万円減少したこと等によるものであります。

 

（純資産）

 当第２四半期連結会計期間末の純資産は17,887百万円となり、前連結会計年度末に比べ749百万円増加しました。

これは主に利益剰余金が1,498百万円減少したものの、資本金が1,051百万円、資本剰余金が1,051百万円増加したこ

と等によるものであります。この結果、自己資本比率は27.0％となりました（前連結会計年度末は24.2％）。

 

(3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成30年３月期の業績予想につきましては、平成29年５月13日公表の「平成29年３月期決算短信」に修正はございま

せん。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 16,579 15,328 

受取手形及び売掛金 7,832 5,918 

商品 10,842 10,763 

原材料及び貯蔵品 695 677 

前払費用 631 820 

繰延税金資産 841 1,203 

未収入金 2,782 2,848 

その他 428 243 

貸倒引当金 △63 △61 

流動資産合計 40,571 37,741 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 14,108 14,088 

減価償却累計額 △10,009 △10,133 

建物及び構築物（純額） 4,098 3,955 

機械装置及び運搬具 1,262 1,241 

減価償却累計額 △1,131 △1,093 

機械装置及び運搬具（純額） 131 147 

工具、器具及び備品 7,984 7,977 

減価償却累計額 △5,827 △5,888 

工具、器具及び備品（純額） 2,157 2,088 

土地 5,486 5,486 

リース資産 6,470 6,327 

減価償却累計額 △2,874 △3,318 

リース資産（純額） 3,595 3,009 

建設仮勘定 175 6 

有形固定資産合計 15,644 14,693 

無形固定資産    

ソフトウエア 1,515 1,300 

その他 621 655 

無形固定資産合計 2,137 1,956 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,082 1,208 

長期貸付金 42 37 

長期前払費用 129 121 

繰延税金資産 1,859 1,797 

敷金及び保証金 8,060 7,466 

仕入先長期積立金 775 776 

その他 52 52 

貸倒引当金 △51 △50 

投資その他の資産合計 11,950 11,409 

固定資産合計 29,732 28,058 

資産合計 70,304 65,800 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 11,137 10,946 

短期借入金 300 300 

1年内返済予定の長期借入金 7,343 6,834 

未払法人税等 689 418 

未払消費税等 253 415 

未払費用 2,457 2,338 

賞与引当金 964 844 

役員賞与引当金 15 － 

店舗閉鎖損失引当金 142 8 

資産除去債務 83 29 

その他 3,461 3,304 

流動負債合計 26,848 25,441 

固定負債    

長期借入金 18,227 15,049 

退職給付に係る負債 4,412 4,429 

商品保証引当金 286 276 

資産除去債務 143 144 

その他 3,248 2,570 

固定負債合計 26,317 22,470 

負債合計 53,166 47,912 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,852 3,903 

資本剰余金 2,604 3,655 

利益剰余金 11,573 10,075 

自己株式 △12 △12 

株主資本合計 17,017 17,622 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 246 334 

退職給付に係る調整累計額 △232 △178 

その他の包括利益累計額合計 14 155 

非支配株主持分 106 109 

純資産合計 17,137 17,887 

負債純資産合計 70,304 65,800 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

売上高 64,995 61,397 

売上原価 41,989 39,096 

売上総利益 23,006 22,300 

販売費及び一般管理費 26,384 23,670 

営業損失（△） △3,378 △1,369 

営業外収益    

受取利息 0 1 

受取配当金 12 12 

受取手数料 32 31 

仕入割引 51 56 

その他 97 90 

営業外収益合計 195 192 

営業外費用    

支払利息 56 71 

支払手数料 17 21 

売上割引 2 1 

株式交付費 － 17 

その他 12 6 

営業外費用合計 89 119 

経常損失（△） △3,272 △1,296 

特別利益    

店舗閉鎖損失引当金戻入額 － 44 

固定資産売却益 － 6 

特別利益合計 － 50 

特別損失    

固定資産除却損 103 14 

減損損失 171 72 

投資有価証券売却損 2 － 

店舗閉鎖損失引当金繰入額 － 11 

リース解約損 － 17 

特別損失合計 277 116 

税金等調整前四半期純損失（△） △3,550 △1,363 

法人税等 311 △47 

四半期純損失（△） △3,861 △1,316 

非支配株主に帰属する四半期純利益 4 3 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △3,865 △1,319 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

四半期純損失（△） △3,861 △1,316 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △74 88 

退職給付に係る調整額 53 53 

その他の包括利益合計 △20 141 

四半期包括利益 △3,882 △1,174 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △3,886 △1,177 

非支配株主に係る四半期包括利益 4 3 

 

- 7 -

㈱キタムラ(2719) 平成30年３月期　第２四半期決算短信



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純損失（△） △3,550 △1,363 

減価償却費 1,717 1,646 

減損損失 171 72 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7 △3 

賞与引当金の増減額（△は減少） △80 △119 

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） － △133 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △28 △15 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 142 94 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △703 － 

商品保証引当金の増減額（△は減少） △11 △9 

受取利息及び受取配当金 △13 △13 

支払利息 56 71 

投資有価証券売却損益（△は益） 2 － 

株式交付費 － 17 

有形固定資産売却損益（△は益） － △6 

固定資産除却損 88 7 

売上債権の増減額（△は増加） 858 1,914 

たな卸資産の増減額（△は増加） 683 97 

その他の資産の増減額（△は増加） 456 91 

仕入債務の増減額（△は減少） △2,417 △127 

その他の負債の増減額（△は減少） △480 102 

その他 585 △197 

小計 △2,529 2,128 

利息及び配当金の受取額 13 13 

利息の支払額 △59 △69 

法人税等の支払額 △318 △530 

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,893 1,541 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △260 △260 

定期預金の払戻による収入 260 260 

有形固定資産の取得による支出 △549 △566 

有形固定資産の売却による収入 5 8 

無形固定資産の取得による支出 △119 △96 

投資有価証券の売却による収入 31 － 

敷金及び保証金の差入による支出 △229 △50 

敷金及び保証金の回収による収入 301 604 

貸付けによる支出 △2 △0 

貸付金の回収による収入 2 5 

資産除去債務の履行による支出 △6 △127 

投資その他の資産の増減額（△は増加） △7 △12 

投資活動によるキャッシュ・フロー △573 △236 
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    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,640 － 

長期借入れによる収入 11,400 100 

長期借入金の返済による支出 △2,692 △3,786 

株式の発行による収入 － 2,085 

自己株式の取得による支出 － △0 

配当金の支払額 △356 △178 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △651 △777 

財務活動によるキャッシュ・フロー 11,339 △2,556 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 7,872 △1,251 

現金及び現金同等物の期首残高 5,423 15,412 

現金及び現金同等物の四半期末残高 13,295 14,161 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成29年６月１日付で、カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社から第三者割当増資の払込みを受

けました。この結果、当第２四半期連結累計期間において資本金及び資本準備金がそれぞれ1,051百万円増加し、当

第２四半期連結会計期間末において資本金が3,903百万円、資本準備金が3,471百万円となっております。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算） 

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（厚生年金基金の解散について）

 当社が加入する「東京実業厚生年金基金」は、平成28年７月20日に開催された代議員会での解散決議に基づき解散

認可を申請し、厚生労働省より平成28年９月30日付で基金解散が認可されました。なお、基金の解散による負担額は

発生しない見込みであります。

 

（会計方針の変更）

 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ前第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                  （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３ 

  店舗販売 レンタル 
服飾卸 
販売 

写真卸 
販売 

医療用機器

卸販売 
計 

売上高                    

外部顧客への

売上高 
57,385 2,446 741 2,208 1,920 64,701 293 64,995 － 64,995 

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 
－ － 23 187 － 210 － 210 △210 － 

計 57,385 2,446 764 2,396 1,920 64,912 293 65,206 △210 64,995 

セグメント利益又

は損失（△） 
△3,121 56 90 △191 112 △3,055 11 △3,043 △229 △3,272 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、パソコン販売事業等を

含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△229百万円には、当社グループ間の受取配当金の相殺△229百万

円、グループ会社間の未実現損益の調整による影響額０百万円が含まれております。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の経常損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 当第２四半期連結累計期間において、固定資産に係る重要な減損損失はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。
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Ⅱ当第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                  （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３ 

  店舗販売 レンタル 
服飾卸 
販売 

写真卸 
販売 

医療用機器

卸販売 
計 

売上高                    

外部顧客への

売上高 
53,620 2,607 605 2,188 2,096 61,120 276 61,397 － 61,397 

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 
－ － 14 171 － 186 － 186 △186 － 

計 53,620 2,607 619 2,360 2,096 61,306 276 61,583 △186 61,397 

セグメント利益又

は損失（△） 
△890 26 52 △173 84 △900 12 △888 △408 △1,296 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、パソコン販売事業等を

含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△408百万円には、当社グループ間の受取配当金の相殺△408百万

円、グループ会社間の未実現損益の調整による影響額０百万円が含まれております。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の経常損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 当第２四半期連結累計期間において、固定資産に係る重要な減損損失はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。
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（重要な後発事象）

 当社は、平成29年９月28日開催の取締役会において、当社が100％出資する連結子会社、株式会社キタムラメディ

カル（以下、「キタムラメディカル」）の全株式を、富士フイルムメディカル株式会社（以下、「富士フイルムメデ

ィカル」）に譲渡することを決議及び譲渡契約を締結し、平成29年10月31日に株式譲渡いたしました。 

 

１．株式譲渡の理由

 当社は、事業の長期的な成長を重視し、社会のデジタル化に対応した写真事業への変革を目指し、写真の新たな

楽しみ方を可能とするビジネスモデルの早期確立に取り組んでいるところです。この戦略を推進していくために、

この度当社は、当社の持つ経営資源を効率的に活用し、事業展開を加速することを目的として、キタムラメディカ

ルの株式を譲渡することを決定いたしました。尚、キタムラメディカルの医療用機器卸販売事業は、四国内におい

て堅調な販売実績があり、これまで当社グループに貢献してきましたが、今後の同事業のさらなる発展について検

討を進めた結果、シナジー効果が期待できる富士フイルムメディカルに対して株式を譲渡することが最も適切であ

ると判断いたしました。

 

２．株式譲渡先の相手会社の名称

 富士フイルムメディカル株式会社

 

３．株式譲渡の時期

 平成29年10月31日

 

４．当該子会社の名称及び事業内容

 名称       株式会社キタムラメディカル

 事業内容     レントゲンフィルム、医療用機器・画像情報システムの販売及びメンテナンス

 当社との取引内容 資金の貸付

 

５．譲渡した株式の数、譲渡損益及び譲渡後の持分比率

 譲渡株式数    200株

 譲渡損益     関係会社株式売却益681百万円

 譲渡後の持分比率 －％
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